
♪この木 何の木 気になる木・・・

1度見たら忘れられないインパク

トのある赤い花は、ちょうど理科

の実験で試験管を洗うときのブラ

シそっくりです。

英語では、Bottle Brush（ボト

ルブラッシュ)。ギリシャ語では、

カリステモン(Kallos：美しい＋St

emon：雄しべ)と呼ばれています。

ハナマキ(花槙)やキンポウジュ

(金宝樹)という名でご存知の方も

いらっしゃるのではないでしょうか。

その赤いブラシ部分は花序と呼ばれる雄しべと雌しべの

集団です。その花序の先から枝が伸びるという珍しい特徴

があります。花弁は緑で小さく目立ちません。

この花が見られるのは5～6月頃。“小鳥の集まる樹”と

して好まれ、庭木や街路樹として利用されており、写真は

平塚橋近くで撮影したものです。(撮影者：山内広報委員)
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地
区
委
員
会
主
催
に
よ
る
春
の
企
画

「
親
子
で
行
こ
う
！
地
引
網
＆
ホ
テ
ル
三

日
月
！
」
が
、
5
月
15
日
（
日
）
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
子
ど
も
37
名
、
大
人
37
名
、

地
区
委
員
15
名
、
事
務
局
３
名
の
計
87
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
、
朝
7
時
に
武
蔵
小
山
を
出
発
し
、

ま
ず
は
千
葉
県
富
津
市
の
富
津
海
岸
に
向

か
い
、
地
引
網
を
体
験
し
ま
し
た
。
富
津

海
岸
の
浜
辺
に
着
く
と
、
大
き
な
海
が
大

勢
の
参
加
者
を
待
ち
わ
び
て
い
た
か
の
よ

う
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
地
引
網
の
説
明

を
受
け
た
あ
と
、
漁
師
さ
ん
が
船
で
大
き

な
網
を
張
り
、
い
ざ
開
始
。
「
オ
ー
エ
ス
、

オ
ー
エ
ス
」
と
大
き
な
声
が
浜
辺
に
響
き

渡
り
ま
す
。
網
を
引
き
上
げ
る
と
、
参
加

者
全
員
が
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
網
を
覗
き

込
み
ま
す
。
結
果
は
、
ヒ
ラ
メ
２
匹
と
カ

レ
イ
2
匹
で
し
た
。
採
れ
た
魚
は
少
な
か
っ

た
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
満
足

そ
う
で
し
た
。

地
引
網
を
終
え
、
つ
ぎ
は
木
更
津
市
に

移
動
し
、
ホ
テ
ル
三
日
月
に
て
バ
イ
キ
ン

グ
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。
お
腹
を
満
た

し
た
あ
と
は
、
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
た
り
、

プ
ー
ル
で
楽
し
く
泳
い
だ
り
と
参
加
者
は

笑
顔
で
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
事
故
も
無
く
、
参
加
者
全
員
が

無
事
に
武
蔵
小
山
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

（
事
務
局
）

3
．
平
成
25
年
度

《
防
災
エ
リ
ア
で
の
初
期
消
火
の
徹
底
》

実
効
性
の
あ
る
継
続
し
た
仕
組
み
づ
く
り

を
行
う
た
め
、
「
防
災
活
動
推
進
委
員
会
」

な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
解
消
し
た
。

そ
し
て
、
町
会
内
組
織
に
「
防
災
推
進
部
」

を
新
設
し
、
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
た
。

(1)
町
内
を
7
つ
の
防
災
エ
リ
ア
に
細
分
化
し
、

地
域
火
災
に
対
応

初
期
消
火
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
水

道
消
火
栓
を
中
心
と
し
た
7
つ
の
防
災
エ
リ

ア
に
町
内
を
細
分
化
し
ま
し
た
。
1
つ
の
エ

リ
ア
は
戸
建
て
45
～
70
世
帯
と
な
り
、
隣
組

感
覚
で
活
動
で
き
る
範
囲
で
す
。

(2)
7
エ
リ
ア
の
全
て
の
水
道
消
火
栓
付
近

に
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
・
ホ
ー
ス
セ
ッ
ト
を
設

置
。各

エ
リ
ア
の
水
道
消
火
栓
の
そ
ば
に
、
そ

れ
ぞ
れ
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
セ
ッ
ト
を
設
置
し
、

発
災
時
の
地
域
火
災
の
消
火
に
対
応
し
ま
す
。

(3)
エ
リ
ア
毎
に
順
次
訓
練
を
実
施(

参
加
者
全

員
体
験)

。

①
7
つ
の
エ
リ
ア
毎
で
の
訓
練
を
開
始
し
ま

し
た
が
、
そ
の
訓
練
内
容
の
1
つ
目
の
ス
タ

ン
ド
パ
イ
プ
及
び
ホ
ー
ス
の
操
作
訓
練
で
は
、

(a)
水
道
消
火
栓
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
開
け
、

(b)
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
着
脱
、
(c)
ホ
ー
ス
の

結
合
取
り
外
し
、
(d)
最
後
に
放
水
体
験
を
参

加
者
全
員
に
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

②
集
会
場
に
て
、
非
常
食
の
缶
詰
パ
ン
を
試

食
し
な
が
ら
地
震
火
災
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
、

自
己
紹
介
や
訓
練
の
感
想
・
意
見
交
換
を
し

ま
し
た
。

エ
リ
ア
毎
に
訓
練
を
す
る
こ
と
で
、
防
災

に
対
す
る
関
心
と
意
識
が
確
実
に
高
ま
り
、

主
婦
や
高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
は
仕
事

な
ど
で
多
忙
な
ご
主
人
や
中
学
・
高
校
・
大

学
生
の
参
加
も
あ
り
、
「
み
ん
な
で
地
域
を

守
ろ
う
」
と
の
意
識
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

普
段
近
所
に
住
ん
で
い
な
が
ら
意
外
と
知
ら

な
か
っ
た
名
前
や
顔
も
わ
か
り
、
親
近
感
と

「
地
域
の
絆
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

(

荏
原
4
丁
目
町
会

防
災
推
進
部)

春
先
か
ら
秋
頃
に
か
け
て
注
意
し
た
い
毛

虫
が
“
チ
ャ
ド
ク
ガ
”
で
す
。
チ
ャ
ド
ク
ガ

は
毒
針
毛
と
い
う
細
か
い
毛
で
覆
わ
れ
て
い

て
、
触
れ
る
と
か
ゆ
み
を
伴
う
皮
膚
炎
を
起

こ
し
ま
す
。
公
園
の
植
え
込
み
に
も
大
量
に

発
生
し
て
い
る
の
で
、
特
に
お
子
さ
ん
に
は

注
意
が
必
要
で
す
。

●
発
生
は
年
に
2
回

ツ
バ
キ
や
サ
ザ
ン
カ
な
ど
の
ツ
バ
キ
科
の

植
物
を
好
み
、
幼
虫(

毛
虫)

は
、
4
月
～
6

月
、
8
月
～
9
月
頃
に
発
生
し
ま
す
。

●
幼
虫
に
触
れ
た
時
の
症
状
・
処
置
方
法

か
ゆ
み
を
伴
っ
て
赤
く

腫
れ
ま
す
。
毒
針
毛
に
触

れ
た
と
感
じ
た
ら
、
セ
ロ

ハ
ン
テ
ー
プ
な
ど
で
押
さ

え
て
毛
を
取
り
除
き
、
強

い
流
水
や
シ
ャ
ワ
ー
で
洗

い
流
し
ま
す
。
決
し
て
掻

い
た
り
こ
す
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

炎
症
が
広
が
り
ま
す
。

●
公
園
で
見
か
け
た
時
は
、
次
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。

(

連
絡
先)

公
園
課
公
園
維
持
担
当
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春
の
企
画

地
引
網
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ホ
テ
ル
三
日
月

荏
原
4
丁
目
町
会

防
災
活
動
と
地
域
の
絆
(2)

チ
ャ
ド
ク
ガ
に
ご
注
意
を
！

防
災
推
進
部
の
新
設

魚を採って喜ぶ子どもたち

（小山３丁目 柿沼 恵子）


